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植林レポートについて 

カーボンフリーコンサルティング株式会社 
プロジェクトマネジャー 

本澤 友行 

 カーボンフリーコンサルティングが２００８年に植林事業をはじめてから４年が経ちました。植林
地の中国内蒙古自治区鳥蘭察布市卓資県郊外旗下営には、 ３万4千本近いカラマツが植樹さ
れています。冒頭ではありますが、植林をご希望いただいた皆様に深く御礼を申し上げます。 
 

 さて、植林開始から半年に１度のペースで発行している本レポートも、今回で６号となります。
今回のレポートでは、二つの理由から、毎号恒例の視察結果とともに、植林事業の全体につい
てご説明させていただきます。 
 

 まず一点目としまして、植林をご希望されるお客様の増加とともに、植林地が拡大したため、
植林地及び植林方法の全体像を解説する必要があると考えました。 「今はどんな景色になって
いるの？」 「だれが、どこで、何をしているの？」「管理体制は整っているの？」 そういった疑問
が解消されば幸いです。 
 

 また、二点目として、干ばつ対策のため大規模な植替を実施しましたので、現在の植林地の
様子、区割り、条件など説明する必要があると判断いたしました。 

 ご存知の方もいらっしゃるかと存じますが、近年内モンゴル自治区は、大規模な干ばつに見舞
われました。自治区の農牧業庁が発表したデータによると、昨年夏に干ばつ被害を受けた耕地
面積は１７５万４０００ｈａとなります。干ばつにより農作物の収穫ができない、または牧草がない
ために家畜の餌を確保できないなどの影響を受けた人数は４５０万人、経済的損失は約２４億
元（約３００億円）に達していると言われています。 

 加えて、中国新聞社の発表によれば、昨年の内モンゴルの気温は観測史上最高度を更新し
続けたそうです。今回の視察を終え帰国する際、機内で読んだ現地新聞にもそのような記載が
ありました。 

 私たちの植林地である鳥蘭察布市卓資県郊外旗下営も例外ではなく、大きな被害を受けまし
た。植替及び区割り変更に関しては、本来は皆様の同意を得ての作業とさせていただくべきで
したが、一刻の猶予も許さない状況でしたので、弊社の判断で対応させていただきました。この
場を借りてお詫び申し上げます。なお、本レポート内で詳細をご説明いたしますが、設備や管理
方法の改善により、生育状況は良好です。 
  

 弊社では、今後も上記のような改善を行い、植林地を管理して参ります。本レポートをご覧い
ただくなかでお気づきの点がございましたら、是非ご連絡ください。問題解決に向けて検討させ
ていただきます。 

２０１１年６月２７日 
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第６回現地視察の概要 

   期 間 
     
     ■２０１１年６月１９日～６月２５日（計７日間） 
 

   場 所 

 
     ■視察場所：中国内蒙古自治区鳥蘭察布（ウランチャプ）市卓資県郊外旗下営（チーシャイン） 
     ■滞在：中国内蒙古自治区呼和浩特（フフホト）市 現地事務所 
 

   視 察 の 目 的 
 
     ■植林本数の管理・写真撮影・灌漑設備の視察・植え替え後のカラマツの観察 
     ■現地住民との意見交換・現地経済状況の視察 
 

   視 察 人 員 
 
     ■カーボンフリーコンサルティング株式会社  
     プロジェクトマネージャー 

本澤 友行 
     ■カーボンフリーコンサルティング株式会社  
     前田 亮 
 

   現 地 職 員   

    
     ■カーボンフリーコンサルティング株式会社  
     植林事業統括ディレクター 原 鋭次郎 
 
     ■カーボンフリーコンサルティング株式会社  

植林事業部 朝克 松布尓（チャオクウソンブル） 
 
     ■カーボンフリーコンサルティング株式会社 
     植林事業部 斯 琴（スチン） 
 

   視察協力スタッフ 
     
     ■鳥取大学大学院乾燥地緑化保全学研究室 
     田中 晴飛さん 
      
     ■鳥取大学乾燥地緑化保全学研究室 
     西嶋 遥さん 
      

 

原 鋭次郎 斯 琴 朝克 松布尓 
 

本澤 友行 前田 亮 

田中さん 西嶋さん 
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日程 

１日目（６月１９日）                                                 
  
 １１：００ 横浜駅発  
 １５：１５ 成田空港発 
 １８：１０ 北京空港着 
 ２０：２５ 北京空港発  
 ２１：４０ 呼和浩特空港着  
 ２２：４０ 現地事務所着 
 ２４：００ 消灯 
 

２日目（６月２０日）                                                 
   
  ７：００ 起床 
  ８：００ 朝食 
 １０：００ 呼和浩特中心街 両替 
 １１：００ ミーティング 
 １２：００ 昼食 
 １３：００ 市場にて物品購入 
 １７：００ 事務所着 
 １７：４５ ミーティング 
 ２０：００ 夕食 
 ２１：００ ミーティング 
 ２２：００ タグ作成 
 ２４：００ 消灯  
 

３日目（６月２１日）                                                 
   
  ８：００ 起床 
  ９：００ 内蒙古農業大学王教授（元学長） 
       呼和浩特市林業局局長と面談 
 １１：００ 朝食 
 １３：３０ 現地へ出発 
 １５：３０ 現地着 
 １６：００ 写真撮影開始 
 １８：００ 写真撮影終了（Ａ１～Ａ１２区） 
 １８：３０ 現地発 
 ２０：１５ 事務所着 
 ２０：２０ 夕食 
 ２１：００ 現地アドバイザー黄氏とミーティング 
 ２３：００ ミーティング 
 ２４：００ 消灯 

 

北京空港着 北京空港ロビー 呼和浩特空港着 

現地事務所のあるマンション 現地事務所室内 事務所近くの商店 

呼和浩特市商店街 枯れた街路樹 建設中のTV局 

昼食：羊肉の焼売 中心地の交差点 植樹用タグ 

（左から）  
林業局局長・王教授・本澤・原 悪路を超えて現地へ 旧徳義村の事務所 

事務所の室内 Ａ４区 ３年目のカラマツ 灌漑設備 

Ａ５区の遠景 夕食：焼茄子醤 現地アドバイザーの黄氏 
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日程 

４日目（６月２２日）                                                 
  
  ７：００ 起床 
  ８：３０ 現地へ出発 
 １１：００ 現地到着 
 １２：００ 昼食 
 １３：１５ 灌漑施設の整備 
 １４：００ Ａ区作業開始（Ａ１３区～Ａ１５区） 
 １６：００ Ｂ区作業開始（Ｂ１区～Ｂ６区） 
 １８：００ 作業終了 
 １８：１０ 現地発 
 ２０：１５ 事務所着 
 ２１：００ 夕食 
 ２２：３０ ミーティング 
 ２３：００ データ管理 
 ２４：００ 消灯 
 

５日目（６月２３日）                                                 
   
  ７：００ 起床 
  ８：３０ 現地へ出発 
 １０：１５ 現地到着 
 １０：３０ Ｃ区作業開始（Ｃ１区～Ｃ４区） 
 １３：３０ 現地住民と昼食 
 １４：４０ 午後の作業開始 
 １５：４５ 植林地頂上到達 
 １６：００ 全作業終了 
 １６：３０ 現地発 
 １８：３０ 事務所着 
 ２０：００ 夕食 
 ２１：４５ ミーティング 
 ２２：００ データ管理 
 ２４：００ 消灯 
 

６日目（６月２４日）                                                 
   
   終日 レポート作成  
  

７日目（６月２５日）                                                 
   
  ６：００ 起床 
  ６：２０ 現地事務所発 
  ８：１５ 呼和浩特空港発 
 ２１：００ 成田空港着 

 

Ａ１４区 ３年目のカラマツ Ｂ２区 ２年目のカラマツ Ｂ１区 遠景 

Ａ１３区 親指大の昆虫 Ｂ４区 蝶 旱魃で干上がった川 

移動用バギー Ｂ３区から 村の遠景 Ａ１２区 遠景 

村に廃棄されたビンごみ Ｃ１区 標識 Ｃ２区近く 移動用道路 

Ｃ２区 ２年目のカラマツ Ｃ４区 ３年目のカラマツ 
村民の皆さんから 
昼食のおもてなし 

旧徳義村の皆さん 頂上到達 夕食：現地の名物料理 



植林地の基本情報 

植 林 地 名 

植 林 開 始 日 面   積 

中国政府との管理契約期間 植 林 樹 種 

管  理  者 

   カラマツ      杏子        ポプラ 2008年春 管理契約締結 

■中国内蒙古自治区鳥蘭察布（ウランチャプ）市卓資県郊外 旗下営（チーシャイン） 

■２００８年 ■１，０００，０００㎡（東京ドーム２００個分） 

■弊社は当植林地に関して 
■中国政府と包括的管理契約 
■を締結しています。契約期間 
■は２００８年～２０４７年までの 
■ ４０年間となり、中国政府の 
■指導の下、厳正な管理体制を 
■整えています。 

 

■旗下営 旧徳義村の皆さん 
 
■カーボンフリーコンサルティング植林事業部 
原 鋭次郎 
朝克 松布尓 
斯 琴 

植 林 本 数 

■３４,１９０本 
 
※今秋にさらに１万本の 
植林を予定。 

設 備 

      灌漑施設      家畜侵入防止の柵 
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植林地の状況 

旱魃による枯死 

 ここ数年現地（内モンゴル自治区東北部ほぼ全体）は旱魃に見舞われています。特にこの冬はほとん 
ど雪が降らず、春に雪解け水を得られない状態でした。結果として、旧Ａ、Ｂ、Ｃ区のカラマツは全体の 
２０％ほどが枯死してしまいました。現地職員や現地住民による懸命の水かけ作業や、集水のための 
穴掘り作業も効果は抜群とは言えず、特に植樹して１年の若い木の多くがこの冬を越すことなく、 
枯れてしまいました。 
 特に旧Ａ区と旧Ｂ区では、２００９年秋から３度の植え替えを実施しましたが、低木類や雑草が多く、 
活着率は回復しませんでした。旧Ａ区と旧Ｂ区に関しては、後で「植え替え」で述べるように植林地としての 
管理はあきらめ、同じ数だけのカラマツを新Ａ区と新Ｃ区に植樹します。旧Ａ区と旧Ｂ区には未だ千数百本 
のカラマツがありますので、伐採等はせず水かけをするなど、育林は継続いたします。 
 現在の累計本数に関しては、当初よりお客様より契約を頂いている本数の１３０％を枯れ保障として植樹 
して参りましたので、お客様より契約頂いた植林本数を下回ることはありませんでした。すべてのお客様の 
森はこれまで通り維持されておりますので、ご安心ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ａ１４区（旧Ｅ区） 枯死した苗木 Ｂ４区（旧Ｇ区） 枯死した苗木 枯死した街路樹 旱魃により干上がった川 

３つの対策 

 このような厳しい状況を受けて、植林事業部では３つの対策を立て、実行・準備中です。  

対策① 灌漑設備の設置 

 ３年間にわたる現地での植林活動により、自然降雨による十分な集水が見込めないことがわかって 
来ました。特に冬前に干ばつに襲われると、カラマツが最も水を必要とする春に雪解け水を得られず、 
５月から６月にかけて多くのカラマツが枯死してしまいます。このような状況を防ぐため、植林地に 
灌漑施設を設置し、定期的にカラマツに水を与えることとしました。 
 水かけ作業に関しては、現地村民の皆様に委託し、月に６度ほど作業してもらっています。  

集水用のタンクをトラックで 
Ａ５区とＡ１５区へ運びます。 
タンクは二か所に設置し、 
効率的に水かけ作業が 
できるようにしています。  

赤く色を塗ったタンクの設置 
が完了しました。電動ポンプ 
によって水を地上から吸い 
あげ、高低差を利用して 
タンクより下の区に水をかけ 
ます。  

地上にある貯水池から、電動 
ポンプを利用して地上１００ｍ 
以上の高地へ水を吸い上げ 
ます。 

現地職員による水かけ作業 
の様子です。定期的な水か 
けにより、この５月に枯死した 
カラマツは尐なくおさえられ、 
順調な生育が期待できます。 
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対策② 集水用の穴掘り 

 植林地はほとんどが斜面なので、仮に雨が降ったとしても水は下へ下へと流れていき、カラマツ 
が十分に水を得られません。これまでは深さ１０cmほどの穴を掘って集水を試みてきましたが、 
３年の経験からそれでは不十分だとわかってきました。 
 ２０１０年夏より、現地住民と協力して、全てのカラマツの穴を５０cm以上の深さまで掘り返し、 
十分に集水できるようにしました。対策①の灌漑設備の完成と併せて、より効率的にカラマツが 
水分を集水できるようになりました。 
  

穴が浅かったため集水が 
不十分となり、枯死してし 
まったカラマツ。 
Ａ１４区（旧Ｅ区）   

現地村民による穴掘り作業 
の様子。４万個にのぼる穴 
ほり作業は長い時間が 
かかりました。 

深い穴による集水効果は 
もちろん、防風の効果や 
柵を越えて侵入した家畜 
から逃れる効果もあります。 
 

急な斜面でも５０cm以上の 
穴を掘ることで十分な水を 
確保することができます。 

対策③ 区割りの変更・植え替え 

 数年続いている旱魃により、旧Ａ区と旧Ｂ区、旧Ｃ区、旧Ｄ区下部のカラマツは、３度にわたる 
植え替えにもかかわらず、約２０％が枯死してしまいました。この区の植生条件がカラマツの 
植林には適していないと判断し、今後当区は植林地として管理しないことを決定いたしました。 
現在旧Ａ区と旧Ｂ区には生き残ったカラマツやポプラ、サージ―などが植えられています。 
 一方で、試験的に旧Ｈ区の横にカラマツを植樹したところ、良好な生育条件が見られたため、 
旧Ａ区と旧Ｂ区、旧Ｃ区、旧Ｄ区下部に植えられていた本数と同数のカラマツを旧Ｈ区の上部、 
左へと場所を移して植え替えを行い、新Ｂ区、新Ｃ区として管理することにいたしました。 
 これまでＡ区～Ｈ区まで植林地を区割りしていましたが、今後はＡ１区～Ａ１５区、Ｂ１区～Ｂ６区、 
Ｃ１区～Ｃ１０区と区割りいたします。Ｄ区は今秋に拡張する予定です。 

Ａ区（１～１５） 

Ｂ区（１～６） 
Ｃ区 

（１～１０） 

Ａ区 

Ｂ区 

Ｃ区 

Ｄ区 

Ｅ区 
Ｆ区 
Ｇ区 
Ｈ区 

Ｄ区 

旧Ｄ区下部 旧Ａ区 

旧Ｂ区 

旧Ｃ区 

これまでの区割り 今後の区割り 

植林地の状況 
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Ａ２ Ａ１ 

植林地の見取り図 

Ａ３ 
Ａ４ 
Ａ５ 
Ａ６ Ａ 

７ 

Ａ８ 

Ａ１２ 
Ａ１１ 
Ａ１０ 

Ａ１３ 

Ａ９ 

Ａ１４ 
Ａ１５ 

Ｂ１ Ｂ２ 
Ｂ３ 
Ｂ４ 
Ｂ５ 

Ｂ
６ 

Ｃ１ 
Ｃ２ 

Ｃ３ 
Ｃ４ 
Ｃ５ 

Ｃ
９ 

Ｃ
８ 

Ｃ７ 

Ｃ１０ 

Ｄ区 

通路 

谷 

タンク 

Ｂ１区とＢ２区の間の谷 

植林地の遠景 

植林地見取り図 植林地全域を囲う柵 

Ａ区Ｂ区右側の通路 Ｃ４区の標識看板 Ａ５区のタンク 

Ｃ６ 

-9- 2011 CARBON FREE CONSULTING Tree Planting Report Vol.6 



植林本数と写真 

区 本       数 

Ａ１ ３７３ 

Ａ２ ６１６ 

Ａ３ ５３５ 

Ａ４ ７５７ 

Ａ５ ５３０ 

Ａ６ ２７２ 

Ａ７ ５３７ 

Ａ８ ７４６ 

Ａ９ ９８９ 

Ａ１０ ９７４ 

Ａ１１ ６２８ 

Ａ１２ ４９６ 

Ａ１３ １,１３５ 

Ａ１４ ８３９ 

Ａ１５ ５２７ 

Ｂ１ １,０６７ 

Ｂ２ １,５０７ 

Ｂ３ １,６４４ 

Ｂ４ ２,０４４ 

Ｂ５ １,００１ 

Ｂ６ １,３３８ 

Ｃ１ １,３４０ 

Ｃ２ １,１９４ 

Ｃ３ ９０６ 

Ｃ４ ８２２ 

Ｃ５ １,２７０ 

Ｃ６ ７６５ 

Ｃ７ ２,９４８ 

Ｃ８ ２,６８６ 

Ｃ９ １,４７０ 

Ｃ１０ ２,２３４ 

合計 ３４,１９０ 

Ａ１区 Ａ２区 Ａ３区 Ａ４区 

Ａ５区 Ａ６区 Ａ７区 Ａ８区 

Ａ９区 Ａ１０区 Ａ１１区 Ａ１２区 

Ａ１３区 Ａ１４区 Ａ１５区 Ｂ１区 

Ｂ２区 Ｂ３区 Ｂ４区 Ｂ５区 

Ｂ６区 Ｃ１区 Ｃ２区 Ｃ３区 

Ｃ４区 
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植林統括ディレクターからのメッセージ 

トップメッセージ 

⅜ ⌂ ╩ ⇔≡ 
─ │⁸ ─ ₁  

【略歴】 

カーボンフリーコンサルティング株式会社 
植林事業部 統括ディレクター 

原 鋭次郎 

カラマツ植樹でできること 
 
 カラマツを一本植樹すると、30年で250kgのCO2を 
吸収することができ、地球温暖化の防止に貢献しま 
す。これまでにカーボンフリーコンサルティングの所 
有する旗下営の植林地には4万本近いカラマツが 
植樹され、合計で1万トンのCO2を吸収をする計算 
になります。また、拡大が続く砂漠化の防止や黄砂 
飛来の防止にも貢献しています。 
 それだけでなく、高木であるカラマツの植樹は、 
経済林造成に不可欠な杏子の木のための防風林 
となり、杏子の収穫量の増加に役立っています。 
 

経済林の造成：果樹の収穫 
 
 現地にはカラマツだけでなく、杏子の木を植樹 
しています。杏子は杏仁豆腐の材料になり、現地 
において比較的高価で売却することができます。 
しかし、杏子が安定的に収穫できるまでは村民 
の生活は苦しく、植林地の管理に対する意識は 
高くないのが現状です。 
 この期間は、カーボンフリーコンサルティング 
からの管理費による収入によって積極的に事業 
に参加してもらうよう、働きかけています。 
収穫が始まると、村民の事業に対する意識は 
大きく変化し、人件費目的から杏子の収穫による 
売却益目的となって、このとき、植林地は村民の 

生活の重要な存在、すなわち経済林となり、 
維持・発展への意識が高まるでしょう。 
 

継続的な緑化活動の為に 
  
 緑化活動の為に最も重要なことは、いかにして 
活動を維持・継続・拡大させるかだと考えていま 
す。せっかく植樹したカラマツも、薪として伐採さ 
れたり、家畜の飼料にされたりしてしまったら、 
再び植生は失われ、砂漠の拡大は止まりません。 
 緑化活動の継続性を実現するためには、経済林 
の造成が不可欠だと考えています。貧困に苦しむ 
現地の人々にとっての関心事は、緑化活動が彼ら 
の収入に結び付くかどうかであり、収入が得られる 
となれば、持続的な協力関係を得られるでしょう。 
 

現地住民主導の植林地へ 
 
 先の地球温暖化防止も砂漠化防止も、最終的には 
現地村民の協力がなければ実現できません。砂漠 
化に苦しむ地域には昔から人も住んでいます。緑化 
活動に対し、現地に住む人々が笑顔で応えてくれる。 
そんな活動を私たちは目指しています。 
 「緑化活動の主役は私たちではなく、現地の人々 
である」私たちは常にこのことを心に持ち続け、 
活動を続けていきます。 
 
 
 
 

 
１９９４年３月 日本沙漠緑化実践協会現地スタッフとしてクブチ砂漠で活動 
１９９７年４月 独立 中国各地の緑化地を調査 
２０００年４月 砂漠緑化団体 地球緑化クラブ設立 
２００８年８月 カーボンフリーコンサルティング㈱ 植林事業部と業務提携 
２００９年４月 一般社団法人 地球緑化クラブへ組織変更 
現在に至る 
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植林関連データ集 

中国について 

■正式名称 中華人民共和国 People's Republic of China 
■国旗 
 
 
 
 
■面積    9,600,000平方キロメートル（日本の26倍） 
■人口    133,473万人（2009年12月末時点） 
■首都    北京市 人口1,755万人（2009年12月末時点） 
■実質GDP成長率 10.3％ 
 
■イギリスのエネルギー企業であるBPの調査（6月8日発表）によれば、 
 2010年は中国の二酸化炭素（ＣＯ２）排出量が前年比10．4％増加。 
 （全世界の約４分の１に当たる83億3000万t） 

 
■中国の砂漠と砂漠化土地だけで、日本の国土の４倍の広さといわれ、 
  これは中国内モンゴル自治区とほぼ同じ面積をもつ。 
 
■中国では毎年東京都とほぼ同じ面積の２，４６０k㎡が砂漠化しているといわれている。 
 １９５０年～７０年代は、年１，５６０k㎡の速度で、１９７０～８０年代は年２，１００k㎡の 
 速度で砂漠化が拡大した。 
 
■尐なくともこの３０年間に内モンゴルから河北にかけて１０万平方ｋｍが砂漠化し､ 
 毎年１．４万平方ｋｍずつ拡大し続けているといわれる。 
 
■砂漠化の原因は大きく下記３つに分けられる。 
 
【１】開墾 

 農地は作物が栽培されている間は、作物が植被となるが、収穫後は地表がむき出しになり
裸地となる。もし、肥料を与えたり、水土流出を防いで地力の維持をはかるなど、次の作付け
に備え合理的な農業が行われなければ、その土地は痩せ、放棄される。自然の植被の回復
よりも早く水土流出が起これば、砂漠化の一途をたどる。作付けと放棄を繰り返す乱懇とも
過開墾ともいえるこうした農業の継続は砂漠化土地を拡大させる。 

 
 

参考：日本国外務省HP 
    中華人民共和国統計局「中国統計年鑑」 
    中国林業省「中国砂漠化報告」 
    地球緑化クラブHP 

 

 



植林関連データ集 

フフホト及び植林地周辺について 

参考：日本国外務省HP 
    中華人民共和国統計局「中国統計年鑑」 
    中国林業省「中国砂漠化報告」 
    地球緑化クラブHP 

■正式名称 呼和浩特（フフホト） 
■面積    17,410平方キロメートル 
■人口    227.4 万人（2009年12月末時点） 

 
■内モンゴル自治区の省都であり、モンゴル語で「青い城」を意味する。 
 
■人口のほとんどは現在は漢民族であり、郊外に漢民族以外の 
 モンゴル族などが居住している地域が点在している。 
 
■石炭採掘などにより、GDP成長率は中国国内の中でもトップクラス。建設ラッシュにわき、 
 土地や建物の価格上昇が続いている。一方で、郊外の農村との収入格差が問題となっている。 
 
■季節風により、東から西に風が吹くため、呼和浩特市内は植林地である旗下営方面からの黄  
 砂などに悩まされている。また、西からやってくる黄砂は呼和浩特を超え北京や韓国、日本まで 

 到達することが確認されている。 
 

【２】草原の破壊 
 中国北方の代表的な植生は草原で、草を食む家畜の飼育=牧畜業がおもな産業である。家畜

の飼育には面積あたりの頭数に限りがある。たとえば羊１頭飼育するのに、降水量によって異
なるが、０．８ヘクタールの草地が必要とされる。こうした限度を考えずに、限られた面積で多数
の家畜を飼育すれば、それは過放牧となる。結果は草を食いつくし、ひどいときには根こそぎ菜
食をするために草の再生が困難となる。こうして草原に裸地が出現する。過放牧が続けば裸地
を拡大し、砂漠化を引き起こす。 

【３】薪の採取 

 低木の幹枝を採取して煮炊きに使ったり、これらを根こそぎ採ったり、枯死にいたるほどの過
度の採取が起これば裸地の出現が起こる。 

-13- 2011 CARBON FREE CONSULTING Tree Planting Report Vol.6 



-14- 2011 CARBON FREE CONSULTING Tree Planting Report Vol.6 

植林関連データ集 

砂漠化について 

参考：日本国外務省HP 
    中華人民共和国統計局「中国統計年鑑」 
    中国林業省「中国砂漠化報告」 
    地球緑化クラブHP 

■農業生産に深刻な影響を与え、生産基盤が破壊された農村では営農意欲の低下と 
  労働力の流出を招き、伝統的な地域社会は崩壊する。 
 
 
■旱魃による飢餓難民に対する先進国からの食糧援助は､食糧自給と砂漠化対策への自助 
  努力を妨げ、必ずしも砂漠化防止には有効に働かないのが実情なため、開発途上国の砂漠   
  化問題を食糧や機材の援助だけで解決しようとする対策は成功していない。 

 
 
■砂漠の種類 
 
・岩石砂漠 
  岩盤が露出していて、大小の岩がごろごろしている状態が一面を覆っている砂漠。 
・レキ砂漠 
  岩石のレキがちりばめられた砂利のような物で全面が覆われている砂漠。 
  中国ゴビ沙漠など。 
・砂砂漠 
  砂で覆われている、いわゆる砂漠と呼ばれるもの。 
  アフリカのサハラ砂漠など。またさらに下記2種類にわかれる。 
   ・砂床：平坦な砂地 
   ・砂丘：起伏がある砂地。（海岸砂丘/内陸砂丘/河畔砂丘/湖畔砂丘９） 
・土砂漠 
  より小さい目の細かい土の砂漠。 
  中国黄土高原など。  
・塩砂漠 
  塩類の集積した砂漠。 
  アメリカ デスバレー砂漠 など。  
・極地砂漠 
  单極などの不毛の氷雪砂漠。 
  北極、单極など。 
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インフォメーション 

次 回 現 地 視 察 

 
■次回の植林地現地視察は、Ｄ区への植樹が完了する予定の、２０１１年１０月を予定しています。 
■視察の目的は、夏を越えた後のカラマツの生育状況を確認することと、Ｄ区への植林の進捗度の 
確認となります。 

TreeStationリニューアルについて 

■植林地閲覧サイト「TreeStation」を７月末をめどにリニューアルする予定です。これまでは、各企業・ 
個人様のページがありませんでしたが、全てのお客様に対してページを新設し、お客様の森の写真を 
５枚まで閲覧していただけるようリニューアル致します。 
■リニューアルサイトがオープンする際には、改めてお客様にご通知をさせていただきます。 
■現在の「TreeStation」はこちらのアドレスで閲覧可能です。（http://carbonfree.co.jp/app/tree-station/） 

新 規 植 林 地 に つ い て 

新 規 植 林 募 集 中 
 
■カーボンフリーコンサルティングでは、新規植林オーナーの募集を行っております。 
■年に二回の植林レポートによる報告や、「TreeStation」による写真の閲覧などのサービスを行っています。 
■カラマツ一本で250kg-CO2のカーボンオフセットにもご利用いただくことができます。 
■植林を希望される方は、お気軽にお問い合わせください。 

植林のPRについて 
 
■カーボンフリーコンサルティングでは、企業のCSRや環境経営の支援を実施しています。 
植林活動を経営や営業などの各場面でどうPRすればいいのか、お悩みの方はお気軽にご相談ください。 
■コーズ・リレーテッド・マーケティング（商品やサービスの売上の一部を特定の社会的課題の解決に当てる  
マーケティング手法）についても、ご活用いただけます。 

■弊社が保有する旗下営の植林地の他に、呼和浩特市近辺にて新たな植林地候補を探しています。 
今回の現地調査では、中国における植林研究の権威、内蒙古農業大学大学元学長の王教授と 
呼和浩特市林業局局長と会談し、新規植林地について交渉をしてまいりました。 
■新たな植林地では、カラマツの他に、杏子やポプラ、その他果樹などもお客様に選んでいただけるよう 
に調整を進めています。 



編集後記 

カーボンフリーコンサルティング株式会社 
プロジェクトマネジャー 

本澤 友行 

『おい、熊ども。きさまらのしたことはもっともだ。けれどもな、おれたちだって仕方ない。 
 生きているには着物も着なければいけないんだ。おまえたちが魚をとるようなもんだぜ。 
 けれどもあんまり無法なことはこれから気を付けるように言うから今度はゆるしてくれ。』 
 
宮沢賢治の『氷河鼠の毛皮』という作品からの抜粋です。 
氷河鼠という架空の動物450匹分の毛皮を着こんだ紳士が、また別の動物の毛皮900枚を 
狩りに行く道すがら、毛皮の乱獲を取り締まる熊に襲われ、それを助けに入った男が言った言葉です。 
 

私たちはこの話にでてくる紳士のような「無駄遣い」をおさえ、できる限り環境負荷をかけない生活の努力を
することはできます。しかしながら、冒頭のセリフにあるように、どのように取り組んでも「これ以上はどうし
ても削減できない」という壁があります。 
 
例えば、節電やＣＯ2削減に取り組むとしても、電力を一切使わずに暮らしたり、機械や紙を使わずに 
仕事をすることは、非常に難しいと思います。 
 
そういった場合、どうすればいいのでしょうか？ 

このかべを超えるために、私たちが提供している解決方法の一部が、緑を増やす植林活動や、植林による
カーボンオフセットとなります。（カーボンオフセットとは、自らのＣＯ2排出量のうち、どうしても自ら削減がで
きない分量を、他の場所で実現した排出削減量の購入などにより、相殺（オフセット）しようとする活動。） 
 

宮沢賢治の小説のように、熊という審判者がいるわけではありませんが、私たちは自主的に環境負荷を削
減し、未来に対してより多くの資源と選択肢を残すことができます。 
 

だれかを非難し、責任を追及することは簡卖です。しかし、そうではなく、一歩一歩を踏み出し続けることが
重要なのではないでしょうか。たった1本から始まった植林活動も今は34,000本を超え、 
現地の大学教授や林業局局長の方から期待をうけるまでになりました。 
 
今後も皆様の植林地を守るとともに、環境保全と経済活性化を両立させるために尽力させていただきます。 
本レポートを最後までお読みいただき、ありがとうございました。 
今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。 

参考：「宮沢賢治全集 第１３巻̫筑摩書房 
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